
8-5-1 情報委員会 

 

1. 主な活動の記録 

(1) 委員会の開催 

委員会開催回数:6 回（下表参照） 

(2) 活動の目的 

3 つの専門委員会の情報共有と課題検討及び

協会会員への情報提供、協会本部の情報セキュ

リティや新 HP 管理状況確認、及び外部管理サ

ーバ運用モニタリング、さらには RCCM（建設情

報分野）の自主学習教材の作成等を行う。 

(3) 主な内容 

各専門委員会の活動状況を以下に示す。 

a) 情報セキュリティに関する活動 

① 情報セキュリティ講習会 

会員企業を対象とした情報セキュリティ講

習会をウェブセミナーとして開催した。「ラン

サムウェアへの対策」をテーマに講演を行い、

約 570 人の参加を得ており好評であった。 

② 建コン協 Web 講習システムを利用した公開 

同上講習会の録画を Web 講習システム上で公

開して配信している。（期間限定：令和 4 年 11

月～令和5年6月の8ヶ月間、CPD対象） 

③ ランサムウェアをテーマに勉強会開催 

当業界でも事故事例が発生している状況から、

ランサムウェアをテーマに各種視点から外部講

師による委員会内勉強会を実施した。 

b) 情報新技術活用に関する活動 

① 情報新技術のリサーチ 

AI 技術にかかる事例収集と関係技術におけ

る企業訪問調査・Web ヒアリング等を実施した。 

② 自動運転 WG への参画 

別途検討が進められている自動運転WGに参

加している。自動運転技術と IT 技術の対応、

自動運転技術と情報通信技術の対応にかかる

情報収集・とりまとめの他、WG の議論に参加

した。 

c) テクリスの透明性、公正性向上に関する活動 

① JACIC との意見交換 

令和 5 年度に予定しているコリンズ・テク

リスシステムのリニューアル関して主に今後

の要望等とスケジュールをまとめた。 

② テクリスに関するアンケート結果の活用 

コリンズ・テクリス利用者会議に向けた

JACIC 実施の利用者アンケート回答協力依頼

と共に JACIC からのお知らせを会員企業へ広

報を行った。 

③ 利用者会議への出席 

利用者会議に出席し、テクリスに関するア

ンケート結果をもとに、システム改良等の対

応に関する確認・要望事項について伝えると

共に、発注機関及び JACIC へ引き続き意見交

換の実施を要望し回答を頂いた。 

2. 次年度の活動について 

引続き、委員会・専門委員会活動を継続実施す

るとともに、協会会員に対する情報技術力向上

に関する支援活動を実施する。 

（情報委員会委員長 遠藤 和志） 

     
 日付 委員会開催 議事概要  

 R4. 4.15 第 1 回情報委員会開催 RCCM 自主学習教材更新/新 HP アクセス状況/専門委員会活動報告  

 R4. 6.1 第 2 回情報委員会開催 委員長交替の件/新 HP アクセス状況/専門委員会活動報告  

 R4. 8.3 第 3 回情報委員会開催 講習会・WG等の予定について/新 HP アクセス状況/専門委員会活動報告  

 R4.10.5 第 4 回情報委員会開催 白書原稿作成の件/新 HP アクセス状況/専門委員会活動報告  

 R4.12.2 第 5 回情報委員会開催 在宅勤務における通信手段について/専門委員会活動報告  

 R5. 2.8 第 6 回情報委員会開催 RCCM 自主学習教材更新/白書原稿の確認/専門委員会活動報告  

     

委員会活動一覧 


